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天
満
市
政
の
初
予
算

合
併
10
年
目
を
迎
え
た
三
原
市
、
多
く
の
課
題
に
活
発
な
議
論

平成 26年度 当初予算審議
　
2
月
定
例
会
初
日
の
2
月
26
日
に
上
程
さ
れ
た
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
予
算
と
関
連
議
案
︵
合
計
34
議
案
︶
は
、

議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
3
月
11
日
か
ら
17
日
の
5
日
間
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
各
議
員
か
ら
厳
し
い

指
摘
や
新
た
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
定
例
会
最
終
日
の
3
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら

審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
長
報
告
の
後
、
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会
計
の
予
算
と
関
連
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

  

質
疑
の
抜
粋
（
予
算
特
別
委
員
会
）

【
総
務
費
】

あ
や
め
个
丘
団
地
の
販
売
促
進

Q  

多
額
の
予
算
を
使
っ
て

販
売
促
進
を
行
っ
て
い
る

が
、
何
れ
も
販
売
目
標
値
に

達
し
て
い
な
い
。
手
法
を
替

え
て
は
ど
う
か
。

A  

販
売
業
者
を
複
数
年
契

約
の
一
社
に
絞
り
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
住
宅
販

売
と
分
譲
地
販
売
を
推
進
す

る
。

非
常
勤
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

Q  

非
常
勤
職
員
は
任
用
期

間
終
了
後
、
一
定
期
間
休
職

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
規
則

の
改
正
を
さ
れ
た
の
か
。

A  

３
年
の
通
算
任
用
期

間
を
満
了
す
る
者
で
あ
っ
て

も
、
客
観
的
な
能
力
の
実
証
で

あ
る
適
性
検
査
等
を
経
て
、
新

た
に
任
用
す
る
こ
と
も
可
能

と
す
る
改
正
を
行
っ
た
。

地
域
支
援
員

Q  

本
郷
・
久
井
・
大
和
地

区
に
配
置
さ
れ
る
地
域
支
援

一般会計（歳入）

一般会計（歳出）

※

そ
の
他
は
、利
子
割
交
付
金
、配
当
割
交
付
金
、株
式
等

譲
渡
所
得
割
交
付
金
、地
方
消
費
税
交
付
金
、ゴ
ル
フ

場
利
用
税
交
付
金
、自
動
車
取
得
税
交
付
金
、地
方
特

例
交
付
金
、交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
で
す
。

※

そ
の
他
は
、災
害
復
旧
費
、諸
支
出
金
、予
備
費
で
す
。

市税
140億円
32.5％

地方交付税
103億円
23.9％

国庫支出金
52億円
12.1％

市債
43億円
10.0％

県支出金
27億円
6.2％

その他 15億円 3.5％ 地方譲与税 5億円 1.1％

諸収入
17億円
3.9％

議会費 4億円 0.9％

総務費
45億円
10.4％

民生費
（主に福祉関係費）
149億円
34.6％

労働費
（労働者のための費用）
3億円 0.7％農林水産業費 16億円 3.7％

商工費 18億円 4.2％

土木費
（土木建設関係費）
43億円
10.0％

消防費
20億円 4.6％

教育費
36億円
8.3％

その他 1億円 0.3％

公債費
（借入金返済費）
66億円
15.3％

衛生費
（生活･保健衛生関係費）
30億円
7.0％

使用料ほか
17億円 3.9％

財産収入
3億円 0.7％

繰入金ほか
9億円 2.1％

歳　入
431億円

歳　出
431億円

あやめヶ丘団地
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員
の
役
割
お
よ
び
当
該
地
区

以
外
の
配
置
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

A  

地
域
支
援
員
の
主
な
役

割
は
、
地
域
の
声
を
聞
き
、

課
題
発
見
・
現
状
把
握
を
行

い
対
応
に
つ
な
げ
る
こ
と

や
、
地
域
振
興
お
よ
び
中
山

間
地
域
の
活
性
化
支
援
な
ど

で
あ
る
。
３
地
域
以
外
に
つ

い
て
は
、
状
況
を
み
て
配
置

を
検
討
す
る
。

【
民
生
費
】

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

Q  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
、
受
入
児
童
の
対
象

年
齢
を
拡
充
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A  

保
護
者
の
要
望
を
ふ
ま

え
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
数
や

指
導
員
の
現
状
を
考
慮
し
、

対
象
年
齢
を
小
学
校
３
年
生

ま
で
か
ら
６
年
生
ま
で
に
拡

充
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

【
介
護
保
険
】

Q  

国
や
県
よ
り
高
齢
化
率

が
高
い
本
市
の
特
養
ホ
ー
ム

の
待
機
者
の
現
状
は
、
今
後

更
に
増
設
す
べ
き
で
は
。

A  

待
機
者
数
は
９
３
９

人
、
国
は
重
度
の
要
介
護
者

で
あ
っ
て
も
在
宅
で
と
の
方

針
で
あ
り
増
設
に
つ
い
て
、

次
の
計
画
策
定
の
中
で
検
討

す
る
。

【
商
工
費
】

障
害
者
雇
用

Q  

障
害
者
雇
用
奨
励
金
を

交
付
し
て
い
る
が
、
雇
用
状

況
と
継
続
し
て
働
い
て
い
る

人
の
状
況
に
つ
い
て
。

A  

障
害
者
１
人
に
つ
き
月

額
３
万
円
を
、
12
カ
月
交
付

し
て
い
る
。
７
年
間
で
68
人

雇
用
し
、
内
60
人
は
２
年
間

働
い
て
い
る
。

文
化
観
光

Q  

三
原
城
築
城
４
５
０
年

祭
推
進
事
業
の
今
後
の
取
り

組
み
。
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
い
つ
ま
で
雇
用
す

る
の
か
。

A  
事
業
推
進
の
た
め
の
基

本
方
針
を
策
定
す
る
。
観
光

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
少

な
く
と
も
４
５
０
年
事
業
完

了
ま
で
は
継
続
す
る
。

【
土
木
費
】

Q  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
へ

の
支
援
と
し
て
の
草
刈
機
の

替
刃
支
給
の
方
法
は
。

A  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

申
請
時
に
替
刃
も
支
給
す

る
。
持
ち
込
み
草
刈
機
１
台

に
付
１
人
１
年
に
１
枚
支
給

す
る
。

【
消
防
費
】

Q  

市
内
の
水
利
充
足
率
は

満
た
し
て
き
て
お
り
、
防
火

貯
水
槽
の
新
設
事
業
は
、
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A  

既
存
の
防
火
貯
水
槽
も

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
新

設
と
補
修
と
い
う
面
か
ら
計

画
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
教
育
費
】

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

Q  

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
心
の
教
室
相
談
員
の

違
い
は
何
か
。

A  

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
臨
床
心
理
の
専
門
知

識
を
要
し
、
県
費
負
担
。
心

の
教
室
相
談
員
は
資
格
要
件

な
し
で
市
費
負
担
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化

Q  

南
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
芝
生
化
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
組
織
体
制
は
持
続
可

能
な
も
の
か
。

A  

芝
生
に
は
、
今
後
、
散

水
・
芝
刈
り
・
肥
料
散
布
な

ど
の
維
持
管
理
な
ど
が
必
要

で
あ
る
が
、地
域・保
護
者・

学
校
な
ど
が
協
働
し
て
持
続

可
能
な
組
織
作
り
を
行
っ
て

い
く
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　
納
税
者
の
税
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
国
保
税
を
減
額

し
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
主
に
一
般
会
計
か
ら

２
億
２
千
万
円
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
行
う
と
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
た
。

　
修
正
案
に
対
す
る
質
疑
で

は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に

反
す
る
の
で
は
、
と
の
指
摘

等
が
あ
り
、
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

討
論
・
採
決

【
討
論
】

　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

さ
れ
た
『
一
般
会
計
予
算
』

他
33
件
の
議
案
の
内
、
一
般

会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険

（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
の
４
議
案
に
つ
い

て
反
対
討
論
、
全
議
案
に
つ

い
て
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
た
。

・
反
対
討
論

　
国
が
示
す
国
土
強
靭
化
に

よ
る
大
型
事
業
推
進
、
職
員

の
大
幅
な
削
減
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
縮
減
す
る
予
算
で
あ

り
、
消
費
税
増
税
な
ど
市
民

の
く
ら
し
が
疲
弊
す
る
中
、

市
政
を
変
え
て
欲
し
い
と
い

う
市
民
の
思
い
に
沿
っ
た
予

算
で
な
い
。

・
賛
成
討
論

　
「
あ
ら
た
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
さ
れ
、
市
民
生

活
の
向
上
と
更
な
る
発
展
を

目
指
す
こ
と
に
加
え
、
人
件

費
や
市
債
発
行
の
抑
制
、
公

債
費
の
縮
減
に
努
め
、
次
世

代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
を
、

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
採
決
】

　
討
論
さ
れ
た
４
議
案
は
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
。

　
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
特
別
会
計
予
算
他
29
件

の
議
案
に
つ
い
て
は
全
員
一

致
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

※
採
決
の
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

及
び
三
原
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
議
決
結
果
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

Q  

本
市
の
農
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
減
反
廃

止
後
の
農
業
政
策
に
ど
の
よ

う
な
方
向
が
示
さ
れ
る
の

か
。

A  

国
は
米
粉
用
米
や
飼
料

用
米
等
に
助
成
す
る
。
本
市

も
適
地
適
作
を
基
本
に
主
食

用
米
以
外
の
水
稲
や
、
園
芸

作
物
を
振
興
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

Q  

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

「
予
察
捕
獲
」
と
「
自
衛
捕

獲
」
が
あ
る
が
、
捕
獲
に
対

す
る
補
償
費
の
改
正
は
。

A  

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕

獲
対
策
を
活
用
し
、
猟
友
会

と
協
議
し
な
が
ら
、
捕
獲
に

対
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。

水田防護柵

船入櫓跡
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